
伝記の方法を求めて
―『ルージンの防御』をめぐって

　　　　L諌早勇一

「歩ラジーミル・ナボコフ（当時のぺγネームで言えばシーリソ）のロシア語で書かれた第

三の小説’『ルージソの防御』（3a皿HTa　Jly｝聞Ha，1929，以下引用は，　Ardis　repr三at，1979

により，そのぺrジを記す）が発表当時，多くの批評家から好意をもって迎えられたことは

よく知られている1㌔ストゥルーヴェが「『ルージソの防御』は，シーリソが真に自己を発見

した小説だと多かれ少なかれ一致して認められた」2）と述べているように，多くの批評家はこ

の作品からナボコフ＝シー、リソが小説家として成熟したと考え，，賞讃を階しまなかった。

だが，発表当時のこうした絶讃を念頭に置くとき，この作品が現在受けている扱いにはい

ささかとまどいを感じずにはおれない。シャホフスカヤのようにナポコフのロシア語小説を

英語小説より高く置き，『ルージソの訪御』，『賜物』，『死刑への招待』を「三大傑作」3）と唱

える人はむしろ例外で4），ナボコフについて論じる人の多くはこめ作品を軽視あるいは無視

七ている5）。また，一この作品に多少とも言及している論者も，Clancyのように多くの欠点

を数えあげて作品を低くみる6）人ばがりではないにしても，∫ohnsonが「ナボコプの最もメ

力昌スティックな作品の一つ」で・「図式的」7⊇と述ぺ，Fieldが「ナポコフのパターソ化され

た小説の中で最も単純」B）と述べているように，作品があまウに図式化されすぎていると感じ

ているよう漉そして，1もちろんこの作品がチェスのチ十ンピ才ンのルージソを主人公とし，

作者自身が序で語っているように，作品構成そのものがチェスと深いつながりを持つ以上，

図式化，パターソ化という印象は避けられないものでもあるだろう。とは言え，．この図式化，

パターソ化という言葉自体も本文に即してもっと検討される余地がありはしないか。本稿で

はこの作品の初出のロシァ語版（この作品は1964年にScamfne11の・協力をえて英訳される）

から，’そこに見られる頻出語をもとに，そのパターン化された作品構成の意味を問い直して

みたい。だが，その前に作品のおおよその筋について触れておく必要があるだろう。

作品たついてはナボコフ自身が盲債『記憶よ語れ』9）の中で，’「チニスのコソビネーショソ

が彼の存在の実際のパターソを侵食して発狂するチェスのチャソピオソブレイヤー」10）の諾

と要約しているので尽きていようが，もう少し細かく述ぺると，主人公のルージソは内向的

な少年だったが，あるきっかけからチェスに興味を覚え，そこに驚くべき才能を発揮する。

WURderkindルージソは亡命後プロのチ呂スプレイヤーとなり，多くのトーナメソ恥で輝か

しい戦績を残すが，次第に身体に変調を．きたしてくる。彼は保養地で知り合pたRシア女｛生

に求婚し，彼女の好意を得るが，宿敵Tura士iとの戦いの途中で倒れ，サナトリウムに入る。

退院後1、新妻をはじめ周囲の人々はチェス生活から遠ざけることで彼を回復させようと必死

に努力するが，チ晶スの幻想にとらわれたル㌫ジγはやがて現案把握を央い，最後に窓から

飛び降り自殺す観
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では次に，この作品に関する従来の論を整理してみよう。まず，この作品について最もよ

く語られるのは，主人公ルージソの没頭するチェスと芸術とのかかわりだろう。既にホフロ

フ11），ホダセーヴィチ12），ウ呂イドレ13）らの亡命批評家によってこのことが指摘されて以来，

近年に至るまでこれは繰返し述べられている14）が，実際作品中にもチェスを芸術（HCKyCCTEO）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1ﾉたとえた言及がいくつも見出せる15＞ように，これは作者自身の意図ともかなり合致するに

違いない。また，二つの世界，即ち現実の世界とチェスの世界（いわば非現実の世界）の均

衡とその均衡崩壊の物語とする論16）も，先に引用した作者自身の言葉から正当性が裏打ちで

きる。この他，英語で書かれた短編『サイソとシソボル』（Signs　and　Symbols，1948）に現

われる語から，referential　mania17）（現実の様々な現象の結びつきを過敏なまでに感じる人）

としてのルージソについての論も少なくない18）。細かい問題で言えば，ワレソチノヲという　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ルージソの元マネージャーの占φる位置もナボコフ文学全体からは重要だろう19）。．

だが，もちろんこれらの問題は重要ではあるが，本稿では「伝記の方法」という別の観点

からζの作品を眺めてみたい。と言うのも，これまでrルージソの防御』と伝記については

あまり論じられておらず，わずかにMoy皿ahanがこの作品をirnaginary　biographyのヴ

アリエーショソの最初の作品と言及している20）のが目を引く程度だからだ。これに対して，

ナボコフ文学全体，とりわけ彼の英語小説に関しては，それがerfundene　Biographien

（fictitious　biographies）a1），丘ctional　biography22），虚構の，想像上の伝記であることの指

摘は決して珍しくない。とすれば，『ルLジソの隣御』をこうした虚構の転記の先駆と見る

試みも決して無駄ではあるまい。

伝記とは言うまでもなくある個人の生涯を，たいていは編年体でつづったものだが，例え

ば英語小説としての第一作rセ・～スチャソ・ナイトの真実の生涯』（1941）に典型的セ弓見ら

れるように，ナボコフはある虚構の人物の生涯をさまざまな方法によって再構成しようと試

みる。もちろん，その意味ではある人物の生涯にわたるような比較的長い人生を扱う小説は

たいてい伝記的と呼べることになるが，ナボコフの小説・具体的には『ルージγの防御』を

伝記的と呼ぶ時，他の小説と最も区別されるのは作者の明確な目的意識ではなかろうか。例

えば，この作品には「未来の伝記作家」という言葉が一度ならず現われる。

‘　　　　　」

、　　、　　、　　、

「父ルージソ23）は机にひじをもたせ，その机の上で青い学校のノート（きっと未来の伝
、　　、　　、

記作家が大切にするだろう気紛れ）に連載小説を書いていた。」（40，傍点引用巻以下同

豆）

@「ルージン老人が長年暖めていた物語の筋はこの瞬間，たった今できあがったように思
、　　、　　、　　、　　、　　、　　、

えた。そして彼は心の中で未来の缶記作家（逆説的だが，自分に時間的に近づくほどます

・ます暖昧になり，隔絶されたものになる）を招いて，物語・『初手』の誕生したこの偶然の
都屋を注意深く眺めさせた。」（85）　　　　　　．　　戸　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　己@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
ｱうした「未来の伝記作家」．への言及は，登場人物の行動のレベルの上に存在する別の次

元の眼の意識とも言えるが，同時肛作者自身がこの作品と伝記とのつながりを読者に知らせ

るために送つたツグナルともとれるだろう。だが，『ルージソの防御』を債記と呼ぶ時はる

かに重要なのは二冒頭と結尾の部分ではなかろうか。作品は奇妙な出だしに始まる。
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「何よりも彼をびっくりさせたのは，月曜から自分がルージソになることだった。」（23）

そして，作品の結尾もいささか風変わりだ。

「ドアが打ち確られた。　『アレクサソドル・イワーノヴィチ，アレクサンドル・イワー

ノヴィチ！』といくつもの声が叫び始めた。

しかし，いかなるアレクサソドル・イワーノヴィチもいなかった。」（267）

主人公の姓がルージソであることは最初から告げられているが，彼の名と父称が7レクサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

ソドル・イワーノヴィチであることはこの結尾まで触れられることがない。つまり，この作

品はルージソという姓の誕生に始まり，アレクサソドル・イワーノヴィチという名と父称の

誕生と消滅に終わる。と言っても，このことは即ち主人公の誕生から始まって死で終わるこ

とを意味するのではない。結尾は確かに死を暗示しているが鋤，作品の冒頭は主人公が学校

に通い始めると，そこで自分がルージソと呼ばれることを知うて驚くことを述べているのだ

から，ルージソの学校入学を衷わしているに過ぎない。しかし，ここで重要なのはこうした

実質的意味ではなく，名前の誕生と消滅という枠組ではなかろうか。

ところが，アレクサソドル・イワーノヴィチという名と父称が結尾で初めて語られること

に触れる論者は少なくない鋤のに，この枠組について論じた人はきわめて少ない。そして，

その例外的存在である工eeはこう語る。

「この小説のテーマと講成は冒頭と結尾の部分に含まれている。冒頭で若い少年は自分

が今やルージソになることを発見するが，まだ自分がルージソでないことも知っている。

彼の名と父称がアレクサソドル・イワーノヴィチだったこと，そして彼を含めて誰もそれ

を使わなかったことを知る結尾で，われわれは彼が何ら実在せず，物語は実在を求める彼

の探求一それは絶対的な必然からの逃避だったが一であることを知る。」26）．

だが，Leeの言うようにこり枠組はルージソが実在しなかったことを表わすのだろうか。

いや，むしろこの枠組は実人生をふちどる枠組と見るべきではなかろうか。’ナポコフはその

自伝（以下，前述の『記憶よ語れ』の目シア語版『他の岸辺』から訳出する）の冒頭でこう

語る。

「深淵の上で揺藍が揺れる。霊感にみちた迷信のささやきをかき消して・常識は・人生は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶

二つの理想的なまでに暗い永遠の間の弱い光の裂け目にすぎないとわれわれに教える。」π）

この二つの暗い永遠とはもちろん誕生前の世界と死後の世界を指す。つまり，われわれの

人生とは誕生前の長い闇と死後の長い闇にはさまれた短い光の裂け目だとナポコフは説く。

とすれば，『ルージソの防御』の冒頭における姓の誕生（名前のない状態から名前を持つに

至ることは，やはり一種の誕生だろう）と結尾における名と父称の消滅は，この二つの闇の

終わりと始まり・を表わすに違いない。そして，その闇にはさまれた物語全体は，決して主人

公が実在しなかったことを表わすのではなく，むしろ文字通り主入公がいかに生きたかを示
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@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
すと考えるべきだろう。結局，こめ作品の奇妙な冒頭と結尾は，作品が俵記という明確な目

的意識の下に書かれたことを表わすものと考えたい。

次に，もしこの作品が一極の伝記として構想されたとしたら，そこでナポコフはどのよう

な独持の伝記を書こうとしたのだろうか。そして，この問題は作者の伝記の方法意識と密接

につながつ℃いる。　　　　　　　　　　　1

まず，すぐに気づくことは，いわゆる伝記特有な編年体の棄却だろう。『ルージソの防御』

は少なくとも主人公の生涯を時代を追って叙述した物語ではない。‘そこで時間の流れは，時

に一瞬にして16年飛躍し，時に逆行する。従って，この意味でこの作品はナポコフの自伝と

深く結びついている。更に，ナポコフはその自伝の序（胃シア語版ぺめ序）の中でどうも述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ﾗる。・　　・

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　r．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶暫

@　「この本の圏的は，過去をできる険り正確に記述し，そこに完全に意味のある輪郭を探

すこと，即ち明白な運命の中のひそかなテーマの発展・と繰返しを探すことである。一私はム

”ネモシュネに自由だけでなく，法則を与えようと試みた己」2a）　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ﾂまり，伝記（自伝）とはまた人の生涯に潜むひそかなテしマの発展と繰返しを探し求め

ることでもある。要するに，・ナボコフの伝記の方法意識とは大きく言ってこの二点，1 ﾒ年体
の棄却と，・ひそかなテーマの発見に要約でき，このことはrルージソの防御』1に限らずあて

はまる。だが，とくに『ルージソの防御』に話をしぼる時注目さ池るめは，こうしたナボコ

フの伝記の方法がチェスのモチーフと結びつけて論じられていることだろう。例えば，16年

の飛躍について作者は序の中でこう語る。　　　　　　　　　　　　　　　　’円

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七　　　「

@　「しかし，私のはめこんだチェスのイメLジは個々の場面だけに見られるのでほなく，

一その環の結びつきはこの好感を与える小説の根本構造にも見でとれる♂こうしで，4章の

終わり近くで私は盤の隅で意外な手を打ちジー行のちには16年が経過する。」（18）盟）’

@　　　　　　　　　辱
　　　　　　　　　ずﾜた，ひそかなテーヤの発展と繰返しという点に関しては，・本文中の次の個所がしばしば

引用される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　．
’幽　　　　　　　　，・∵”　　　　．　　　…　’　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　ウ

「ちょうど実際のゲームで，理論的に知られた詰めチェスの何かのコソビネーショシが

盤上にかすかに繰返されると同じように，彼の現在の生活の中で，彼の知る図式の一貫し

…た繰返しが形づくられていた。」く225）30）　　　　　　　　　　　　　・　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’}　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　，　1

このようにこの作品にあって伝記の方法意識はチェスと分かち難く結びついている。ただ，

とくに近年こうした作品の構歳とチ些スとの密接な結びつきにいくらか疑問が投げられ始め

たことは一言しておかねばならない。駐例えば，Clancyは一瞬の間の時間の変化はチェス的

というより・ほむしろよくある小説技法のLつだと述べている31）し，John80nは細かい具体的

検証からゴナボコフが小説の序で述べている詰めチゴスの課題が作品とほとんど関係を持た

　　弓ﾈいごとを指摘した鋤。つまり，卜作者自身の序め解説は多分に人を欺ぐもの（実際に作品産

出てこない記述があたがも作品に出…（いるかのよう・に装われる認））であり，1それを鵜呑みに
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してはならないことが警告され始めたのだdだが，もちろんこのこと自身は重要に違いない

が，それでもなおこの作品の方法とチ墨スとの結びつきを完全に否定することはできない。

そこで，本稿ではxO双（英訳では多くmoveと訳されている）という語を手がかりに，作

品の方法とチェスとのかかわりを再検討してみたい。
、　　、

まず，題名の『ルージソの防御』とは何だろうか。多くの論者が一致して語るように，そ

れは一つにはチェヌ・の好敵手！nratiの戦法に対する防御であるが，同時に後半部でルージ
γが感じる実人生における定かならぬ脅威に対する防御でもある。では，それは具体的には　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

何に対する防御なのか。論者の多くはpattern，　comblnationという語でそれを説明しよう

としているが，このpattern，　combinationとは即ちxo瓜めおりなすpattern（ロシア語

ではy30P），　combinationであることを見落してはならない。ルージソはひそかな敵の次の

手（c把鉱ylo皿曲x叫，239）を考え，その不意の手（Heo凪H珊HHb盛x偲，255）；容赦ない

手（HeyMO打HMb1且xo双，258）に対して防御策を講じる。彼の恐れるものが宿命的なコソビ

ネァシゴγ（POKOBaH　KOM611Ha叩1H，239）であるにしても，その基本単位はあくまでxo五に

他ならない。．そして，このxo皿はここで仮に「手」と訳したが，チェスを離れて言えば，

歩みでもあり流れでもある。！つまり，，この語はチェスの一手を示すと同時に物語の流れ，時

間の流れをも表わす幅広い語なのだ。そして，ついでに言えば，xo双は英訳のmoveより

広い意味にこの作品では用いられている。一例をひこう。第4章で父の愛人である叔母の家

でルージγがとある老人からチェスの手ほどきを受けている時，当の叔母は“y田』aqePHb：M

xo加M”（64）する（褒口から団て行く）、この可ePHHf1（黒い）をチェスの黒と結びつける

こ’とは難しくないし，xo丑，も既に述べたようにチェスと密接に結びついた語だ。しかし，英

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一�ﾉは“ユeft　by　the　back　door”鋤どあるだけで，官シア語のもつチニスとの連想は失われ

ている心従って，ここでは専らロシア語のXO双を中心に論を進めて行きたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

まず，xoπは作者自身の序にも頻出する（ただし，このロシア語の序は英訳の序の冒シア

語訳なので，正確に言えばζのxOAはmoveの訳語にあたる）。∵，

プ，ツト

①　「今この小説を読み返し，またその筋の歩み（xoのを楽しみながら……」（16）

②　「……それともいらいらさせるほど非対称のパタ「ソ，そこでは3つの道化師のように

多彩な色彩がナイトの動き（xo江KO朋）のようにジグザグに……」（17）

③　「こうして，4章の終わり近くで私は盤の隅で意外な手（Henpe加甑eHHHH　xoのを打

ち……」（18）

④．「この3つの中心的な章における動きの一貫したつながり（noc皿e加BaTe』bHU貢PH皿

XO皿OB）は詰めチェスの有名な型を思いおこさせる，もしくは思いおこさせるに．違いない。

そこで問題なのは，何手かで（Eq　CTO』bKO・TO　XO凧OB）詰めを見つけることではなく．……」

（18）、

これらの引用からすぐにわかるように，xOAは一義的には「手」，駒の動きを表わすが，
　　　　　　　　　　デ”，トｱこではそれが意識的に筋の展開と重ねあわされている。例えば，④の最初のx叫は明ら

かに筋の動きを意味しているのに，’それが途中でチェスの概念に転じられ，後のxo双に見

るように「手」という完全にチェスの用籍に変わっている。①でもpa3b！rPHE筋xo姻ero

Φa6y諏b！（replay三ng．the　moves．of　its　plot35））「という部分は，筋の動きを示しながらも，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋垂≠RbrpbIBaH（replaying）が冠せられることによって，チェスのゲームと結びつけられてい

る。つまり，xo江（moye）という語はチェスというゲームと筋の展開を直接に結びつける機

能を持っているのだ。

次に，本文中に出てくるmoveと訳されているXO瓜を見てみよう。この語は主人公が初

めて音楽家からチニろというゲームの存在を知らされる部分（「何というゲーム，何という

ゲームだ。ヲソビネ「シ’ゴγはまるでメ冒ディーのよう。全く私はただ動き（xo姻）を聞く

こともできる」，51）にも現われるように，初めは直接にチェスと結びついた例が多い。「ナ

イ｝の動きのよう｝こ」（xo江oM　KoHH，109），「7手自に」（Ha　ceAbMoM　xo丑y，126），「強力

な手」（c即bHh由xo皿，131），「おとなしい手」（THX曲x帆，131）等々にもそれは見られる。

しかし，既に指摘したように後半部に入ると，直接チェスのゲームに結びつくよりも，1ルー

ジソの幻想に現われる実生活をおびやかすチェネの手というイメージが圧倒的になる。

「一つのことを彼にはっきりと感じていた。こんなにも長い間，動きの狡猜な結合に

（XHTporo　coqeTaH朋xo皿oヨ）気づかなかったことに，多少の無念さを感じていた。」』（225）

，「今や彼はもっと用心深くなって，動きの今後の展開を（3a「期』bHe蝕HM　pa3EHTHe短

XO双OE），見守ろうと決意した。」（225）

「今ではこれらがみなコソビネーショソをなし，幼年時代に定着した動きの巧妙な繰返

し（3aMHcaoHa職M　noBTopeHHeM　3aΦHKcHpoBaHHHx　B双eTcTBe　xo江oB）だったことを知

つて……」（227）

「たった今彼の人生に，宿命的なコソビネーションを容赦なく続ける微妙な一手（TOHKH且

、xoのが打たれた……」（239）　　　　　　　　　　　肝　　　：

「どこかに次の手（c』e耳ylo以H員xoム）のほのめかしでもうかがえはしないかと……」

（239）

「巨大なコンビネーショソの中の新しい一手（HOBU員X叫〉一を見逃しはしないかと恐れ

て……」（246）

「ルージγは念入りに，できる限り冷瀞に，彼に対してもう打たれた手（c双e照HHble

npOTHH　Hero　xo皿H）を点検した。」（246）

「巧妙にある謎のテーマを繰返す全体のコソビネーションの中の一連め動き．（cePH曲

、xo丑OB）一だったo」　（253）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　「

「しかし，次の手（c』e双yIo坦曲xoのは非常セごゆっくりと用意された。」（253）・…、

・「こ1うして敵の考え出した手の今後の結合を（双a打bHe且皿ge　coqeτaHHe　XO丑OB），こちゃ

こち・←にしようと……」（254）

’「鍵は見つかった。攻撃の目的は明白だbそれは動きの仮借ない繰返しで（HeyMO皿｛MbM

noBTopeH肥M　xo加B），人生の夢を打ちくだくあの情熱へと再び導くのだ。」（258）・

「彼の防御は間違いだった。敵はこの間違いを予見していて，前から用意されていた容

赦なし・手　（Hβy』10」1H団b1曲XOA）　力魯今打たれた6」』（258）

　　　　　　　　　　　1’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　崩

ｽくさん引用したが，・1ここからも物語のクライマックスが形成されていく過程1ル「ジソ

のはかない防御を打ち一くだく敵の手の脅威が次第に増して行く過程がうかがえるだろう。

xo双とはチ呂．スの一手であるとどもに，とどめようもなく押し寄せてくる継続的な歩みでも
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ある。とすれば，これは時間の比喩でもあるまいか。

残念ながら本文中には時間のXO皿といった句は見出せない。しかし，後半のクライマッ

クス部分で時間が幾度か触れられていることも確かだ。13章で敵のx叫のおりなす識ソビ

ネーションに何とか防御策を考え出したいと願うルージソは，「きっと繰返しが続くだろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、ﾆの思いがあまりに恐ろ1∫かったので・生活の時間を止めたい」（225－226）と願う。時間を

止めること，それは敵のXOπ｝こ対する最善の防御策ではないだろうか。また，最後の14章

では，「このゆっくりした念入りな攻撃を前にして，おのれの無力をこどさら強く感じ」て，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、uこの夜，この静かな夜をできる限り長びかせ，真夜中で時間を止めたい」と思った夜，突

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、R時計のチクタクいう音がとぎれる。そして，彼は思う。「夜は永遠に凍りつき」，「時間は

死に絶えた」（247）と。しかし，それは巻き忘れた時計が止まっただけのことだうた。翌朝

また時はいつものように流れて行く。それ故，こうした記述からこのxo双が時の流れと密

接に結びついていることは疑いあるまい。

，では次に，英語でmoveと訳され七いないxo丑を見てみよう。例えば，第5章には「一

般的な考えによれば，それ（ロシア革命一一引用者注）はあらゆるロシア人の生活の流れ

（xo双｝HH3HH）に影響を及ぼした」（88）とあるが，この部分は英訳ではthe　course　of

every　Russian’s　Iife35）となっている。つまり，　xo双は筋の流れであると共に，生活の流れ，

時聞の流れでもある。では，その流れは押し止められないのか，後戻りさせられないのか。

確かに主人公ルージソはその流れを止められなかった。しかし，物語の作者なら，伝記作家

ならそれはたやすいことだ。主入公の父の作家ルージソはこんな物語を構想する。

「彼は考えを逆行（06paTHb1M　xo加M）させようとした一この感動的な，実に明瞭な

圏死から，主人公の霧のような誕生へと後戻りさせようとしたが……」（86）

この個所は英訳ではbackwards37）と訳されているが，父ルージソの構想は作家なら，登

場入物を操る作家なら容易に可能だ。つまり，この作品の大きなポイソトは，登場人物にと

って止めることも逆行させることもできないxo江と，作者にとっては容易に逆行可能な

沁双の対照にあるのではなかろうか。そして，この小説のユニークさは，チェスというゲー

ムの用語でもあるxo瓦の意味を巧みに変じることによってそれを表現しているところにあ

ると思われる。先に述ぺた作者の伝記の方法意識に立ち戻るなら，小説の方法はチェスの駒

の動きと直接にかかわうてはいない鋤が，xoπという語を用いてチェスと小説の方法は分か

ち難く結びついていると考えたい。

なお，・これまで述べてきたのは専ら編年体の棄却，即ち小説における時間の可逆性につい

・てで，人の生涯に潜むひそかなテーマの発展と繰返しの発見という方法については触れてこ

なかった。それは一つにはこのことが既に多くの撹評家から指摘されてきたことによる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朔Lγ’痰ｦば，Fieldは叔母とのチェスの試合に畠てくる「突然，むき出しの孤立無援の王が飛び

出た」（63）との記述が，最後のルージソの投身自殺と結びついていると述ぺている鋤し，

JohnsonはTuratiとの試合の後の帰還と少年時代の鉄道の駅からの逃走，黒ヒゲの精神科

医と幼いルージソを連れ戻す黒ヒゲの農夫，小さな子を連れたソビエト女性とルージンを連
れた叔母等々がパラ！1ルをなすと指摘している4°）。また，・Roweは少年時代のあだ名Tony　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒

（ロ，シア語版ではアソトーシャ）が12章で再び繰返されることの他，犬，パソくず，最後の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ﾓさんなどのモチーフの繰返しを説いた41）。そして，こうしたthe　doubling　of　time42）

（時間のダブらせ）がこの作品においても重要な方法的意味を持つことは言をまたない。自

伝の中でナボコフはこう語漁ている。

「雷わせてもらえば，私は時間のはかなさ，軽快で淀みないベルシアの時間のはかなさ

を信じない。私はこの魔法のじゅうたんを，一つの模様が他の模様に重なるように折り重

ねる，ことを覚えた。」43）　　　　　　　　　　　　．　　　．　　，

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　’條ﾔの模様を重ねること，これは即ち時間の中に繰返されるづターソを見出すことに他な

らない。このことはここでほのめかされるように，常に時聞の呪縛からの艦放をめざし，永

遠性を志向したナボコフ文学の大きなテーマにつながる。しかし，ここでは再び話を時間の

可逆性に戻さなければならない。　　　　　　　　　　　　　　〒　　．，

先に伝記における時間の逆行は登場人物を操る億記作家にとっては容易だと述ぺた。では，

このことは登場人物には全く不可能なのだろうか。確かにルージ￥は時間の歩みに抗するこ

とができないままに破滅した。だが，ナボコフ文学全体から言えば，時間の逆行は記憶とい

，う手段によって登場人物にも可能になる。序で作者は「第4章から始まる過まへの帰還のテ

一マ（TeMa　BoヨBpa皿eH瓶Bnpo田湘e）」（18）について語っているが，これは作品拙i成だけ

1を指すのではない。「過去への帰還」といった時間概念をいわば空間的な旅の概念で置きか

えた言葉は，記憶を表わすのにナボ召フが好んで用いている翰のだから。

この作品でも，10章でサナトリウムに入ったルージソの意識は過去，おのれの幼年時代の

、ロシアをさまよい，ついに「長い旅からまい戻」（171）る。また，意識回復後も彼の思いは

常に彼の幼年時代へと「帰った」（174）。彼を案じる妻も14章で「長い悠然たる旅」に出て，

「ルージソの過去」（251）へと向かった。つまり，登場人物もまた記憶によって過去にまい

戻る，即ち時間を逆行させることができる。そして，こ⑳記憶の働きはその後のナポコフの

小説にあっては，はるかに大きな意味を持ρてくる。ところが，結局rルージソの防御』に

．あって記憶は，ときたま現われる未来の予感（例えば，駅から逃げた幼いルージソを連れ戻

す黒ヒゲの漉夫は，「未来の悪夢の住人」（32）を呼ばれる）同様，伝記の方法の枠内でのジ

グザグを構成している45）に過ぎない。，いわば主人公は伝記の方溝の枠内で時間に囚われたま
ま減びる運命にある。そして，時間のダブらせもまたこの作品にあっては永遠佳を志向して　　　　　　　　　　　　　　　　一

はいない。’すぺてが二つの永遠の闘にはさまれた「弱い光の裂け目」の中に閉じこめられた

ままだ。

結局．rルージソの防御』．ではこの完綜した時空間を描くのが伝記ρ方法だったのではな

かろうか．そこで伝記ξ）方法1ま物語を拡散ζり収敷へと向けた。物語のパターソ化・図式化・

が多くの論者にとっズ欠点と映るのは，幾分かはこのためだろう。伝記の方法が作品を未来
　に向かって開かせるにはゴ1おそらく一『賜物』・（19訂一38）まで待たねばなるまい。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

E　　　　　　　　　　　註　　　　　　　　　　　　　　’」
@　　　　　　　　　　　　コv　噂

@　　　　　　，π　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

F1）’例えば，・拙稿「ロシア亡命批評家とナポコフ」，「ロシア「亡命」文学の研究」，1979，pp．8－1i参照。
　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門

Q）　CTpyもeデr．1　PyccKa∬　」1砧TepaTypa’BH3rH且H磁　0話HT　HcToP皿qEcKoro　o630pa　3apy6e班｛Ho曲



87．

．　轟HTep貝TypH，　New　Yo現k，1956，　cTp．孕80．　唖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

3）　皿laxoBcKaH，3．　B　mHcKax　Ha60KoHa，　Paris，1979ゴcTp．131．

4）他にストゥルーヴェもこの作品を「ナ，ボコフの最良の、ロシア語小説の一つ」と述べている乙・cr．

Struve，　G．　Notes　oロN置bokov　as、a　Russian　Writer，　In　Dembo，　L．’（ed．）短abokov：

The　Man　aロd　His　Work，　Madi80n，1967，　p．53．

5）ナボコ7のロシア語小説全般を扱ったMajhanovichもなぜかこの小説には独立した項目を設け

て娯ない。：砿Majh胆ovich；工．丁畑Early　Prose、　of　V工ad茸！nir　Nabokov・Sirin，（Universi取

of皿linois，．1976，　uロpublished　Ph．　D．．　TllesIs）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

6）　妖Clancy，　L　The　Novels　of　Vladimir　Nabokov，　ILondon，1984，・PP．．34－41．

7）Johロson，　D・B．　Worlds　in　Regre5sion：Some　NoΨels　of　Vladimir　NabokoΨ，　AnロArbor，

1985，p．83．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，

8）　Field，　A．　Nabokov　l　His　Life　in　Art，　Bosto皿，1967，　P」176．

9）ナボコフ自身の自伝は英語版4℃onclusive　Evidence”（1951），ロシア語版，“瓜pyr｝le　6epera”

（1954），英語版“Speak，　M硅morジ．（；96臼〉’と瑛雑な変遷をたどるが，以下の部分はユ954年版にも

1966年版にもない。邦訳『ナボコ7自伝毒大津栄一郎訳，晶文社，1979の解説に触れられた“Sp2ak，

Memory：AMemoir”（1960）にあるらしいが未見なので訳はDemboの引用に拠った。

10）　De皿bo，　L　S．　Vladi面r　Nabokov，　an　Introductまon，　In　Dembo　oρ．‘～’．，　P．6，

11）　cM・HoE賦，　A・B・CHpHH：3旦㎎町a　JIy択HHa，．．CqgpeMeHHbIe　3am｛oIくH　45，1931，　cTp．514．

なお，ノヴィクはホフロフのペソネーム。　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　」

12）　cM・Xo双aceE四，B・O　CHpHHe・BKH．　JIHT叩aTypH｝』e　cTaτbH　H　B㏄noM冊｛aH朋，　New　York，

13）げ．Vladimir　Weidle　on　Siri口，　In　Field，　A．（ed．）The　Complection　of　Russian　Liter・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

手4）．げ・Fie1“ψ・，‘ま’・・P475・IHyde・G・M・Vladim実r　Nabokov：A耳肥rica’s　Russian．Nove・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Pist，　Lo且don，　1977，　P．83．　John50且oρ．　‘f∫．，　P．91．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　・

15）　3au風HTa　Jly｝1｛HHa，　｛：Tp．　71，　97，　100，　139．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

P6）げ．Tiedeken，－R．　Memory　and　Pattem・as　Thematic　Idea　and　Structural　Principle　in
望　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

the　Autobiographical　and　Selected　Fまctional　Prose　of　Vladimir　Nabokov，（CorρeU　uni・

17）　Nabokov，　V．　Nabokov’s　Do2e皿，　Nash，ユ971，　p．69．　　　　　　　　　　．　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　「

18）‘∫．Rowe，　W．　W．　Nabokov童s　Deceptive　Wbrld，　Hew　York，1971，　P．81．　Carro11，　W．

NabokoΨ’s　Signs　and　Symbols，　In　Pro丘er，　C．　R．（ed．）ABook　of　Things　about　Vladimir

Nabokov，　Ann　Arbor，1974，　P．209．　A且drews，　L　R・．　Deoiphering‘‘Signs　and　Symbols，”

In　Rivers，　J．　E．　and　Nicol，　C．（ed。）Nabokov，5　Fifth　Arc，　Austiu，工982，　P．145．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

19）　　CM．　IIIaXOECKa5｛，　yKa3．　KH．　CTP．　148．

20）　げ．Moynahan，　J．　Vladimir　Nabokov，　MinneapoIis，1971，　P．19．

21）‘∫，Grabes，　H．　Erfundene　Bio9拙aphien：Vladimir　NabokoΨ8　e且glische　Romane，　T肚一

bingeロ，1975，　S．　x．なお，この本の英訳の題名は4‘Fictitious　Biographies：Vladimir　Nabokov’s

Eロglish　Novels’，（Tlle　Hague，1977）．

22）　｛ゾ．0℃on110r，　K．　T．　Nabokov，s　TゐθR6σ’〃知o∫5Eδπ3躍傭κηゴ8配：iロPursuit　of　a

Biography，　In　Baer，　J．T．　aロd　Ingham，　N．　W．（ed．）Mnemozina：Studia　litterarユa　ru5sica

honorem　V5evolod　Setchharev，　M伽chen，1974，　p．281．

23）ルージソの父は子供向けの物語作家。



．88　　　　　　　　伝記の方法を求めて一一『ルージンの防御』をめぐって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
Q4）ルージソは死んでいないとの異論もある。げ．L三11y，　M．　Nabokov：Eomo　budehs，1ロQuen一

「　　　he11，　P．（ed．）Vladimir　Nabokov二’a’Trユbute，工oロdon，1979，　p．93．　　’

25）　｛垢　Field　oρ．‘f’．，　p．178．’Clancy’oρ．　oゴ’．，　p．38．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Q6）．工6e，　L工．　Vladimir　Nabokov，・Bostol1，1976，　P．50．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Q7）　Ha60KoB，　B．月pyrHe　6epera．　An且・らrbor，1978（Repri且t　of　the　1954εd・），6Tp・9・

28）　Ta瓢⊃Ke，　Oゴp　7．　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

29）－Ardis・のリブリソ’トは本文が23ベージから始まる，ロシア語版への序はリプリγ．トの際につけ加

えられた英語版への序のロシア語訳で，ここにはページ数はない。ここでは便宜的に本文ガ・ら遡っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ﾄベージ数を定あた。’ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　’

，30）本文の143－－144ペー「ジにもほぼ同じ記述がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．R1）　｛ゾ．Clapcy　Olρ．‘∫’．，　p．35．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」．R2）　げ．　Johnson　Olか．　‘∫’．，　P．87．　－　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一R3）　Ibid．，　p．88．．’　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　一

34）’Nabokov，』V．　The　Defe血se，　New　York，1970，　P．56．　　　　　　　　　　　　一

．35）’Ibid．，　pi　8．

　　　　　　　　　1R6）　Ibid．，　P」80．

37）　Ibidり　P．78．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　’．

38）直接的結びつきを見る論老もいる。．1げ．工ilIy　o♪．‘”．，　p．92．　　　　　　　1

39）　Field『qρ．σf’．，　P．178．　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「S0）　　JohnI虫⊃且　θρ■！1¢∫’，，　P・85．　　　　　　　　　　　　　　　”　一　　　　　　　　　　配

41）げ．Rowe，　W．　W．　Nabokov＆Others：Pattefns　in　Russian　Literature，・A血Arbor，

・・

P9マ9，’pp．1む5－107．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rS2）　Roth，　P．　A．　Lunatics，　LoΨers，　and　a　Poet：aStudy　of　Doubling　ahd　the　DoPPe1窪且11ger

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「奄氏@thεNovels　of　Nabokov，（The昌University．　of　Conneticut，1972，　unpublished　Ph．　D6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rshesis），　p．111．　　　　　　　　　　　　’一　　　・　　　　　」’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　▼S3）　　エミpyr盟e　6epe1：a，　CTp」　128・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・　1S4）このこ’とにっいては拙稿「ロジアの奪還一一『賜物』からの出発」，陣シア文学論集コ創刊号，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト@7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　、

P977年参照。
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

S5）Clancyはこの作品における突然の時鋤の変化を恣意的と言’らて非難している。げ．　Clanc亨oρ．

‘甜．，P．39．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1


